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ヘリオトロン Jはヘリカル軸ヘリオトロン型の装置である。この装置は L=1/M=4の連続
巻きヘリカルコイル(HFC)、２種類のトロイダルコイル(TFC-A、TFC-B)、３対のポロイダ
ルコイル(MFC、AVFC、IVFC)、合計６種類のコイル系を有しており、各コイル系の電流
比を変えることで様々な異なる周辺磁場構造を持つ配位を作ることができる。これらの周

辺磁場構造を利用することで、同装置はヘリカルダイバータ配位とアイランドダイバータ

配位（図１に示す）を実現することが可能である。 
本研究はこれらの磁場配位に対して磁力線追跡コード及び粒子追跡コードを用いた数値

解析を行っており、ヘリカルダイバータの周辺磁場構造を持つ標準配位において、ダイバ

ータプローブアレイによる測定結果は、計算結果と相関があることが分かった。また、不

純物制御の観点より、ガスパフ、リミターによる不純物入射実験を行っている。現在は初

期段階であるが、今後数通りの磁場配位に対して実験を行い、遮蔽効果、不純物輸送と周

辺磁場構造との関係を調べる予定である。 
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図１ (a)ヘリカルダイバータ配位、(b)アイランドダイバータ配位の例 
   (Φ=22.5°断面) 
 


